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５.  展示会場 レイアウト 
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６.  展示会場内 日本パビリオン位置 

 

サイズ：10ｍ × 12.5ｍ ＝ 125 ㎡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホール１連絡口 ホール１連絡口 

通路側入口 通路側入口 通路側入口 

日本 

パビリオン 
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７.  日本パビリオン イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊実際の施工とは異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12500 

※上記はイメージとなります。実際のものとは異なります。 
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８.  基本ルート 

出展に関わる花き及び資材については、下記輸送ルートを基本とします。 

 

  

AIR 海上 

 

   

                 

 

    

注： 海上輸送に関しては、今後の状況に応じてスケジュールが変更となる可能性がございます。 

・ 検品、検疫 
・ 梱包 
・ 検疫証発行 
・ 集荷書類作成 

フランクフルト空港 

展示会場 

 出展者 

保冷倉庫 

 成田空港 

・ 切り出し 
・ 消毒 

・ 通関 

成田出発  
 

トラック転送 

・ 通関 
 

 出展者 

展示会場 

千葉県 

大井港 

ロッテルダム港 

・ 切り出し 
・ 消毒 

・ 検品、検疫 
・ 梱包 
・ 検疫証発行 
・ 集荷書類作成 
・ バンニング 

コンテナのまま   

エッセン転送 

・検疫 
・通関 

保冷コンテナに 
よる海上輸送  

通常の出荷ルートに

て大田市場へ出荷 

・ 検疫 
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９. 梱包 

IPM エッセン 2010 に出展する花材につき、日本から展示会場までその品質を劣化させることなく

輸送するため、各出展者は下記の点をご留意の上、以下の要領で梱包を行って下さい。 

 

【切花】 

■ 展示会に出展する花材は、出荷前に必ず消毒をして下さい。輸出の際、検疫時に病害虫が

発見された場合は輸出ができなくなります。 

■ 輸送所要時間が通常の国内での取引の場合と比較して長くなりますので、花材の品質保持の

ため、必要な処置をお願いします。 

■ 水は使用せず、エコゼリーで対応してください。 

■ 通気性をよくするため、各カートンに通風穴を開けます（カートンの強度維持に注意）。 

■ 梱包に際しては、全ての花材をカートン（ダンボール箱）に梱包して下さい。また、カートンにつ

いては、輸出用のダブル・カートンなど、航空機による輸出に耐える十分な強度を持ったカート

ンをご使用願います。（木材は一切使用しないようにして下さい） 

■ 輸送する花材の性質・性状、所要時間、輸送条件（振動、衝撃、温度）等を考慮し、花材の品

質を劣化させることなく展示会場に届けるための梱包をお願いします。 

■ 輸送に使用する輸送機具は、トラック、フォークリフト、航空機、空港内で使用する航空機用パ

レットの荷役・移動機器、その他です。貨物の輸送中、荷役中、航空機の離着陸時等に、若干

の振動と衝撃がありますので、しっかりと固定するようにしてください。 

 

あ梱包手順あ 

① 花材は品種ごとに束ねてください。 

※ 解きやすいようにバンドルして束ねてください。 

② 結露花材によっては各花束を新聞紙で包むなど、結露防止処置を行ってください。（図 1） 

③ 花束は頭を互い違いに収納していきます（収納効率を高めるため）。（図 2） 

④ 箱の両端にはシュレッダーを通した裁断紙のような緩衝材を入れてください。（図 2） 

⑤ 箱の中央部で花と箱を紐で縛り、固定してください。（図 1、2） 

⑥ 花材収納後、カートンの蓋はガムテープでしっかりと閉じてください。 

 

 

 

図 1－新聞紙による結露対策 図 2－収納方法 
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【鉢物】 

（１）前処理 

■ カートン箱内での転倒などを防ぐための仕切りを用意してください。 

■ 盆栽等、カートンに梱包しただけでは安全性に不安が残る貨物については、出展者が梱包し

たカートンを輸送会社において更に木枠に梱包し、貨物の転倒等を防止します。早目にご相

談下さい（木枠梱包する貨物については、フライト日の 12 日前までに、カートンの個数、カート

ンごとの重量、サイズをご連絡下さい）。 

 

① 展示会に出展する花材は、出荷前に必ず消毒をして下さい。輸出の際、検疫時に病害虫が

発見された場合は輸出ができなくなります。 

② 通気性をよくするため、各カートンに通風穴を開けます（カートンの強度維持に注意）。 

③ ランなどの場合は頭部へのダメージを防止するため、1 鉢ごとにネットをかぶせてください。 

（図 1） 

④ ピートモスは絶対にこぼれ落ちることのないよう鉢をビニールで包むなどしてください。 

 

 

 

                                    

                                    

 

 

 

 

 

 

 

図 1－鉢モノ梱包方法 鉢ごとにネットをかぶせます。 

箱内での転倒を防ぐため仕切りを使用し

ます。 

このような花鉢からピートモスがこぼれないよう

に、スーパーのビニール袋などでしっかり包んでく

ださい。 
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（２）梱包  

■ 梱包に際しては、全ての花材をカートン（ダンボール箱）に梱包して下さい。また、カートンにつ

いては、輸出用のダブル・カートンなど、航空機による輸出に耐える十分な強度を持ったカート

ンをご使用願います。（木材は一切使用しないようにして下さい） 

■ 輸送する花材の性質・性状、所要時間、輸送条件（振動、衝撃、温度）等を考慮し、花材の品

質を劣化させることなく展示会場に届けるための梱包をお願いします。 

■ 輸送に使用する輸送機具は、トラック、フォークリフト、航空機、空港内で使用する航空機用パ

レットの荷役・移動機器、その他です。貨物の輸送中、荷役中、航空機の離着陸時等に、若干

の振動と衝撃がありますので、しっかりと固定するようにしてください。 

 

あ梱包手順あ 

① 梱包前処理で花にネットを被せた状態で箱へ収納していきます。 

② 箱内の仕切りなどを利用し、鉢が上下左右に動かないようしっかりと固定してください。 

③ 1 カートンあたりの重量は 20KG 程度までとします。 

④ 花材収納後、カートンの蓋は布製ガムテープでしっかりと閉じてください。 

※ ラン等鉢物の場合には 1 箱あたり 4 鉢までとします。 

※ ネットをかぶせた鉢の入ったカートンには必ず、ネットのスペアを同梱してください。 
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１０. 外装表示 

（１）注意事項 

カートンすべての外装に各注意事項を表示します。 

① 「ケアマーク」を赤色にて必ず明記して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 【Keep Cold +5℃】の温度表示シールを必ずしっかりと貼ってください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： 適正温度は各出展者に再確認させていただきます。 

 

 

 

取扱注意 

 
アップダウン 

 

温度表示シール： 

切花の場合は５℃で設定します。 
表示例：温度表示は見やすい場所へ。 

 
KEEP COLD 

+5℃ 
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１１. 会場内において 

◆ セキュリティー 

① 会場内では、出展者入館証(Exhibitor’s Pass)を常に携帯するようにして下さい。 

② 出展者入館証(Exhibitor’s Pass)は会期前日(１月 25 日)に会場にて配布予定として

おります。配布する場所と時間に関しては、追ってご連絡いたします。 

③ パビリオン内にはパントリー（物置き部屋）がございますが、貴重品は必ず携帯し、自

己責任で管理願います。 

④ 自社で持ち込んだ備品などが一目で分かるように、社名などを記されることをお勧め

します。 

⑤ 会期中、会場は夜 7 時に全館クローズした後、翌朝 8 時まで再入館できません。会

場に忘れ物をしないようにお気を付け下さい。高額な物品は必ずいったん会場から

持ち帰るようにして下さい。 

◆ 会期前日準備 

1 月 25 日（会期前日）に出展者入館証をお渡しした後、会場内でオリエンテーションを行います。

内容は以下の通りです。 

① パビリオン内にて出展物搬入、装飾 

② 全体オリエンテーション 

③ 通訳の紹介と打ち合わせ。（御社パンフレット等を使って、商品の紹介ができるよう、 

   教育してください。全体オリエンテーションの際にお引き合わせします。） 

◆ 通訳 

パビリオンには通訳（4 名）がつく予定です。あらかじめパンフレットなど商材資料のご提供をお願

い致します。また、会期前日に通訳と打ち合わせを致します。 

◆ ご注意 

① パビリオン内で大きな声や音を出さないで下さい。 

② パビリオン内での出展者の飲食は基本的に禁止です。 

    （昼食等はパビリオン外でお取り下さい。また、水分補給や軽食等はパントリー内 

          でも結構です。） 

③ パビリオンではスーツ、ジャケットなどビジネスモードの服装をお願い致します。 

◆ お願い 

展示会開催期間中及び終了後に、農林水産省への報告と今後のより良い展示会運営のため、ア

ンケート調査を実施いたしますので、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。また、同じ目的で

会期の様子を収めた写真やビデオも使用させていただきますが、予めご了承下さい。 
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１２. 来場者誘致 

ダイレクトメール 

日本パビリオンの概略と出展者の皆様の会社名、出展品目のサマリーを記載した案内書を DMに

て欧州地域の有力バイヤーに配布します。 つきましては、出展される品目の写真や産地プロフィ

ール、商品説明のご提供を 10 月 26 日（月）までにお願い致します。 

※ 写真はできるだけ解像度の高いもの（300ｄｐｉ以上）をご提供下さい。サイズが小さいものは引き伸ばした際に

粗くなってしまいます。 

 

枚数は 2,000 部を印刷する予定です。ご希望の出展者の方々にも必要部数分を配布致します。 

後日、改めて必要部数をお伺い致しますので、事務局までお知らせください。 

配布予定時期：  １2 月中旬 
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ポップカード 

 

出展品の品名や特徴、情報などが記載されたポップカードを出展品毎に作成いただきます。 

出展品のアピールポイントを活かせるよう自由なデザインで作成していただきますが、用

紙サイズは指定となります。なお、ポップカードの印刷は事務局が行いますので 11 月 20
日（金）までにデータのご提供をお願いいたします。 
 
制作サイズ 
 切花、鉢物：Ｌ版サイズ 
 植木、盆栽：Ａ４版サイズ 
 
< 参考例 > 
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１３. 会期中イベント 

フラワーアレンジメントショー 

日本パビリオンの話題性の創出や、直接的な視覚による訴求を目的として、フラワーアレンジメン

トのショーイベントを 1 日 1 回（3 日間）実施する予定です。 

場所  日本パビリオン内特設ステージ   

日時   2010 年 1 月 26、28、29 日 13:00～14:00 （予定） 

デモンストレーター  花阿彌 ・久保先生以下講師の方々 (予定) 

 

【昨年度の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お茶会デモンストレーション 

日本パビリオンの話題性の創出や日本花き文化の普及効果を目的とし、日本庭園を背景にした

お茶会デモンストレーションを実施する予定です。 

場所  日本パビリオン内特設ステージ   

日時   2010 年 1 月 27 日(水) 13:00～14:00 （予定） 

デモンストレーター  裏千家 倉本先生（予定） 

 
 




